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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
ご

い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
ご

健
勝
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

健
勝
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
六

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
六

年
辰
年
の
年
明
け
と
な
り
、
年
頭

年
辰
年
の
年
明
け
と
な
り
、
年
頭

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
五
月
八
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

　

昨
年
五
月
八
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
二
類
か
ら
五

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
二
類
か
ら
五

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
四
年
ぶ
り

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
四
年
ぶ
り

の
全
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

の
全
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

や
各
種
講
習
会
の
開
催
な
ど
組
合

や
各
種
講
習
会
の
開
催
な
ど
組
合

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
行
動
制
限
が
な
い
と
は
い

し
た
。
行
動
制
限
が
な
い
と
は
い

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
わ

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き

続
き
感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で
く

続
き
感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
夏
季
を
通
し
異

　

さ
て
、
昨
年
は
夏
季
を
通
し
異

常
な
高
温
気
象
が
続
き
、
夜
毎
の

常
な
高
温
気
象
が
続
き
、
夜
毎
の

不
眠
で
閉
口
の
至
り
で
し
た
。

不
眠
で
閉
口
の
至
り
で
し
た
。

　

秋
田
県
中
央
部
で
は
局
地
的
な

　

秋
田
県
中
央
部
で
は
局
地
的
な

大
雨
が
長
時
間
に
亘
る
「
線
状
降

大
雨
が
長
時
間
に
亘
る
「
線
状
降

水
帯
」
に
よ
る
甚
大
な
災
害
が
生

水
帯
」
に
よ
る
甚
大
な
災
害
が
生

じ
、
私
た
ち
理
容
組
合
員
の
仲
間

じ
、
私
た
ち
理
容
組
合
員
の
仲
間

が
、
店
舗
、
家
屋
等
十
三
件
、
理

が
、
店
舗
、
家
屋
等
十
三
件
、
理

容
椅
子
三
十
三
台
、
そ
の
他
に
機

容
椅
子
三
十
三
台
、
そ
の
他
に
機

器
や
備
品
に
至
り
大
き
な
損
害
を

器
や
備
品
に
至
り
大
き
な
損
害
を

被
り
ま
し
た
。
組
合
と
し
て
床
上

被
り
ま
し
た
。
組
合
と
し
て
床
上

浸
水
を
受
け
た
皆
様
に
は
、
被
災

浸
水
を
受
け
た
皆
様
に
は
、
被
災

状
況
の
視
察
と
お
見
舞
い
に
二
日

状
況
の
視
察
と
お
見
舞
い
に
二
日

間
参
り
ま
し
た
。
本
当
に
被
災
さ

間
参
り
ま
し
た
。
本
当
に
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞

れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
人
間
の
生
活
圏

　

ま
た
、
昨
年
は
人
間
の
生
活
圏

に
出
没
す
る
ア
ー
バ
ン
・
ベ
ア（
都

に
出
没
す
る
ア
ー
バ
ン
・
ベ
ア（
都

市
に
住
む
熊
）
が
出
没
し
、
人
の

市
に
住
む
熊
）
が
出
没
し
、
人
の

生
命
が
損
な
う
ま
で
の
危
害
を
加

生
命
が
損
な
う
ま
で
の
危
害
を
加

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
地
球
温
暖

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
地
球
温
暖

化
が
招
い
た
災
害
と
心
が
痛
み
ま

化
が
招
い
た
災
害
と
心
が
痛
み
ま

す
。
本
年
は
日
毎
が
平
穏
無
事
で

す
。
本
年
は
日
毎
が
平
穏
無
事
で

あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
す
る
次
第

あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
す
る
次
第

で
す
。

で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
年
始
を
も
っ

　

結
び
に
、
本
年
も
年
始
を
も
っ

て
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
国
際

て
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
国
際

的
な
社
会
情
勢
の
悪
化
に
伴
う
エ

的
な
社
会
情
勢
の
悪
化
に
伴
う
エ

ネ
ル
ギ
―
価
格
や
物
価
の
高
騰
、

ネ
ル
ギ
―
価
格
や
物
価
の
高
騰
、

消
費
者
心
理
の
冷
え
込
み
な
ど
理

消
費
者
心
理
の
冷
え
込
み
な
ど
理

容
業
界
に
も
経
済
的
な
圧
迫
が
生

容
業
界
に
も
経
済
的
な
圧
迫
が
生

じ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
対
面

じ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
対
面

で
の
組
織
・
教
育
事
業
の
活
性
化

で
の
組
織
・
教
育
事
業
の
活
性
化

並
び
に
組
合
公
式
ラ
イ
ン
や
ホ
ー

並
び
に
組
合
公
式
ラ
イ
ン
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、「
ヘ
ア
な
び
」
な
ど

ム
ペ
ー
ジ
、「
ヘ
ア
な
び
」
な
ど

デ
ジ
タ
ル
化
を
活
用
し
た
営
業
支

デ
ジ
タ
ル
化
を
活
用
し
た
営
業
支

援
事
業
を
推
進
し
、
全
理
連
と
連

援
事
業
を
推
進
し
、
全
理
連
と
連

携
し
な
が
ら
役
職
員
一
同
更
な
る

携
し
な
が
ら
役
職
員
一
同
更
な
る

発
展
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

発
展
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、

　

皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て

と
も
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て

活
力
と
希
望
に
溢
れ
る
年
に
な
り

活
力
と
希
望
に
溢
れ
る
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご

ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
理
容
生
活
衛
生

�

同
業
組
合

理
事
長　

北
嶋
　
満
雄
（
南
秋
）

副
理
事
長
・
総
務
・
経
理
部
長

　
　
　
　
　

水
口
　
五
助
（
雄
勝
）

副
理
事
長
・
広
報
部
長

　
　
　
　
　
宮
田
　
良
雄
（
秋
田
北
）

副
理
事
長
・
教
育
部
長

　
　
　
　
　

小
林
　
一
之
（
山
本
）

常
任
理
事
・
事
業
・
共
済
部
長

　
　
　
　
　

照
井
　
喜
芳
（
平
鹿
）

常
任
理
事
・
組
織
部
長

　
　
　
　
　

斎
藤
　
祐
一
（
大
館
）

顧　
　

問　

宇
佐
見
康
伸
（
税
理
士
）

相
談
役　

小
林
　
孝
七
（
大
館
）

理　
　

事　

根
本
　
　
透
（
鹿
角
）

理　
　

事　

石
上
　
健
三
（
北
秋
）

理　
　

事　

髙
橋
　
美
男
（
男
鹿
）

理　
　

事　

安
東
　
貴
広
（
南
秋
）

理　
　

事　

安
藤
　
寛
昭
（
秋
田
）

理　
　

事　

渡
邊
　
政
博
（
由
利
）

理　
　

事　

小
沼
　
千
晴
（
矢
島
）

理　
　

事　

細
井
　
照
男
（
大
仙
）

理　
　

事　

高
橋
　
祐
一
（
角
館
）

代
表
監
事　

髙
槗
　
浩
典
（
秋
田
）

監　
　

事　

笹
谷
　
益
立
（
大
館
）

監　
　

事　

真
崎
　
智
一
（
角
館
）

新年おめでとうございます 組合の発展と皆様のご繁栄を
お祈りいたします。2024 年１月１日
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北嶋満雄 理事長
（南秋支部）

受賞受賞おめでとうございますおめでとうございます

高橋祐一 理事
（角館支部長）

真崎智一 監事
（角館支部）

安藤寛昭 理事
（秋田支部長）

全
理
連
理
事
長
表
彰

　

組
合
組
織
の
強
化
と
健
全
な
運
営

に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
令

和
五
年
九
月
十
八
日
（
月
）
全
理
連

第
一
八
八
臨
時
総
会
に
お
い
て
連
合

会
理
事
長
表
彰
の
授
賞
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

全
国
防
犯
協
会
連
合
会

会
長
表
彰

（
全
国
防
犯
功
労
団
体
受
賞
）

東
北
協
議
会
会
長
表
彰

　

組
合
組
織
の
強
化
と
健
全
な
運
営

に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
令

和
五
年
五
月
十
日
（
水
）
令
和
五
年

度
東
北
協
議
会
総
会
に
お
い
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

北
嶋
満
雄
理
事
長
が
代
表
を
務
め

る
「
健
全
育
成
少
年
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
井
川
さ
く
ら
」
が
、
長
年
登
下
校

の
見
守
り
等
地
域
の
安
心
安
全
の
確

保
や
防
犯
意
識
の
向
上
へ
の
多
大
な

功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
し
て
九

月
二
十
八
日
（
木
）
明
治
記
念
館
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
医
薬
・

生
活
衛
生
局
長
表
彰

　

多
年
に
亘
り
生
活
衛
生
関
係
営
業

の
公
衆
衛
生
の
向
上
に
努
め
、
組
合

組
織
の
強
化
と
健
全
な
運
営
に
尽
力

し
た
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
し
、
令

和
五
年
九
月
十
八
日
（
月
）
北
海
道

で
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
県
理
容
講
師
会
小
嶋
友

哉
氏
（
山
本
支
部
）
が
、
令
和

二
年
度
秋
田
県
優
良
技
能
者
（
秋

田
の
名
工
）
表
彰
を
受
賞
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
延
期

し
て
い
た
祝
賀
会
を
十
月
九
日

（
月
）
正
午
か
ら
、
能
代
市
プ
ラ

ザ
都
に
於
い
て
組
合
関
係
者
や

来
賓
な
ど
約
一
〇
〇
名
が
出
席
し

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
口
五
助
副
理
事
長
の
開
会

の
こ
と
ば
に
続
き
、
発
起
人
を

代
表
し
北
嶋
満
雄
理
事
長
が
「
こ

の
度
の
賞
は
優
れ
た
技
能
の
ほ

か
後
進
の
育
成
並
び
に
業
界
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
秋
田
県
で
は
十
三
人
目
の
受
賞
と
な
っ
た
。
理
容

業
界
の
社
会
的
地
位
向
上
並
び
に
技
能
レ
ベ
ル
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
た
こ
と
は
大
変
誇
ら
し
く
、
今
後
も
業
界
の
先
駆
者
と
し
て

後
進
の
育
成
に
尽
力
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
齊
藤
滋
宣
能
代
市
長
を
は
じ
め
三
名
の
ご
来
賓
か
ら
ご

祝
辞
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
祝
電
・
記
念
品
・
花
束
贈
呈
に
続
き
、

小
嶋
氏
は
謝
辞
で
「
こ
の
受
賞
は
私
に
と
り
ま
し
て
身
に
余
る
程

の
栄
誉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
諸

先
生
方
、
業
界
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
受
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間

に
な
れ
る
よ
う
、
一
層
精
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。」
と

感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

小
林
一
之
山
本
支
部
長
の
乾
杯

の
ご
発
声
で
祝
宴
に
入
り
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
能
代
七
夕
正
流

会
の
勇
壮
な
太
鼓
と
笛
の
お
囃
子

が
披
露
さ
れ
会
場
は
一
層
祝
賀

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
宮
田
良
雄
副
理
事
長
が

業
界
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
三

本
締
め
で
締
め
く
く
り
十
五
時
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

小嶋友哉氏　令和２年度秋田県優良技能者（秋田の名工）
受賞祝賀会の開催
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中
間
監
査

　

十
月
三
十
日
（
月
）
十
時

か
ら
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

に
お
い
て
、
北
嶋
理
事
長
、

水
口
経
理
部
長
が
立
ち
会
い

の
も
と
上
半
期
の
事
業
執
行

状
況
、
予
算
執
行
状
況
に
つ

い
て
髙
槗
浩
典
代
表
監
事
、

笹
谷
益
立
監
事
、
真
崎
智
一

監
事
が
諸
帳
簿
を
監
査
し
、

事
務
並
び
に
経
理
記
載
が
的

確
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
今
後
の
運
営
に
お
け

る
検
討
事
項
等
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

北嶋理事長、水口経理部長、高槗代表監事、笹谷監事、真崎監事
（左回り）

理
事
・
監
事
会

第
三
回

　

十
月
三
十
日
（
月
）
午
後
一
時

か
ら
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
に
て

開
催
さ
れ
た
。

〇
報
告
事
項

（
一
）各
種
表
彰
に
つ
い
て（
二
頁
参
照
）

・�

厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛
生

局
長
表
彰

　

高
橋
祐
一
理
事（
角
館
支
部
長
）

・
全
国
理
容
連
合
会
理
事
長
表
彰

　

安
藤
寛
昭
理
事（
秋
田
支
部
長
）

（
二
）
上
半
期
事
業
報
告
及
び
中

間
監
査
報
告
に
つ
い
て

・�

監
査
報
告　

高
槗
浩
典
代
表
監

事
よ
り
報
告

（
三
）「
一
日
を
楽
し
く
過
ご
す
に

は
理
容
サ
ロ
ン
に
行
こ
う
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

・
全
連
の
理
容
業
活
性
化
事
業
と

し
て
全
国
八
会
場
で
開
催
し
、
東

北
協
議
会
で
は
仙
台
駅
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
前
で
十
月
十
五
日
、
十
六

日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

・
十
五
日
（
日
）
は
主
に
一
般
消

費
者
向
け
、
十
六
日
（
月
）
は
理

容
業
者
を
対
象
に
、セ
ル
フ
脱
毛
、

ヘ
ア
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
メ
ン

ズ
メ
イ
ク
な
ど
の
体
験
ブ
ー
ス
を

設
け
理
容
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

（
四
）
最
低
賃
金
に
つ
い
て

・
十
月
か
ら
最
低
賃
金
が
四
十
四

円
引
き
上
げ
と
な
り
八
九
七
円
に

改
正
さ
れ
た
。

〇
案
件

（
一
）「
ヘ
ア
な
び
」
に
つ
い
て

・
全
理
連
で
全
国
一
斉
に
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム「
ヘ
ア
な
び
」

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
に

低
コ
ス
ト
で
提
供
で
き
、
消
費
者

や
理
容
サ
ロ
ン
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

・
各
自
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
自
由
に

写
真
や
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
追
加
し
、

十
二
月
二
十
日
頃
運
用
開
始
と

な
る
。

・
予
約
シ
ス
テ
ム
搭
載
の
Ａ
プ
ラ

ン
の
み
二
〇
二
五
年
一
月
か
ら
有

料
と
な
る
。
年
間
一
二
、〇
〇
〇
円
。

（
二
）
定
款
施
行
規
約
一
部
追
加

に
つ
い
て

・
七
月
に
秋
田
市
中
心
部
で
発
生

し
た
水
害
に
際
し
秋
田
支
部
の
被

災
店
舗
の
被
害
状
況
を
確
認
し
見

舞
金
と
タ
オ
ル
を
届
け
に
行
っ
た
。

・
定
款
施
行
規
約
第
六
十
五
条
三

に
「
激
甚
災
害
ま
た
は
そ
の
他
実

状
に
合
っ
た
事
象
に
つ
い
て
は
そ

の
限
り
で
は
な
い
」
と
一
文
を
追

加
す
る
。

（
三
）
令
和
六
年
度
産
学
連
携
事

業
つ
い
て

・
理
美
容
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
事
業
で
、
該
当
者
が
い
れ
ば
申

込
書
を
提
出
の
こ
と
。

（
四
）
理
容
体
験
学
習
に
つ
い
て

・
十
一
月
十
九
日
（
日
）
由
利
本

荘
市
「
カ
ダ
ー
レ
」
で
開
催
予
定
。

市
内
の
各
中
学
校
に
参
加
者
の
呼

び
か
け
を
お
願
い
し
て
い
る
。

（
五
）
支
部
技
術
講
習
に
つ
い
て

・
今
ま
で
コ
ロ
ナ
で
活
動
自
粛
し

て
い
た
が
、
五
類
に
な
っ
た
の
で

各
支
部
で
技
術
講
習
を
積
極
的
に

開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

〇
そ
の
他

（
一
）
儀
式
共
済
に
つ
い
て

・
儀
式
共
済
チ
ラ
シ
配
付
と
十
一

月
二
十
五
日
（
土
）
に
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
。

（
二
） 

標
準
営
業
約
款
（
Ｓ
マ
ー

ク
）
に
つ
い
て

・
標
準
営
業
約
款
の
新
規
登
録
者

を
募
集
。
十
二
月
十
五
日
（
金
）

ま
で
組
合
必
着
。

（
三
）
サ
ン
マ
ッ
サ
ー
に
つ
い
て

・
十
一
月
一
日
（
水
）
よ
り
サ
ン

マ
ッ
サ
ー
が
部
品
代
高
騰
に
よ
り

価
格
が
変
更
に
な
る
。

（
四
）
自
民
党
党
費
の
納
入
に
つ
い
て

・
自
民
党
党
費
を
十
一
月
末
ま
で

組
合
費
と
一
緒
に
納
入
を
お
願
い

す
る
。

（
五
）
組
合
員
・
従
業
員
表
彰
に
つ
い
て

・
一
月
十
五
日
（
月
）
ま
で
提
出
。

（
六
）
日
本
ハ
ム
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

送
付
に
つ
い
て

・
近
日
中
に
お
歳
暮
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
付
等
お
願
い
す
る
。

―
承
認
―　

十
五
時
四
〇
分
終
了
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全
理
連
で
は
厚
生
労
働
省
生
活
衛

生
課
長
通
知
の
も
と
、
理
容
師
法
に

基
づ
く
衛
生
水
準
の
維
持
向
上
、
並

び
に
普
及
徹
底
を
図
る
た
め
全
国
的

に
「
衛
生
消
毒
講
習
」
の
実
施
を
推

進
し
て
お
り
、
秋
田
県
組
合
で
も
組

合
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
も
五
類
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
気
を
緩
め

る
こ
と
の
で
き
な
い
日
々
が
続
い
て

お
り
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で
の

理
容
業
と
し
て
の
感
染
症
対
応
」
に

つ
い
て
、
各
保
健
所
及
び
行
政
機
関

よ
り
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
全
県
九

ブ
ロ
ッ
ク
に
於
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
自
治
体
、
県
指

導
セ
ン
タ
ー
よ
り
生
衛
業
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

事
業
へ
の
参
画
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
日
常
業
務
の
中

で
の
高
齢
者
の
見
守
り
や
気

づ
き
を
適
切
な
行
政
支
援
に

つ
な
げ
、
組
織
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
地
域
社
会
で
大
き
な
役

割
を
担
う
も
の
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
受
講
後
に
は
全
員
に

修
了
証
書
と
修
了
ス
テ
ッ
カ
ー
が
配

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
組
合
で
は
、
引
き
続
き
衛
生
順

守
の
徹
底
に
留
意
し
な
が
ら
、
お
客

様
に
安
心
し
て
ご
来
店
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て
衛
生
講
習

会
の
開
催
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
講
習
会
開
催
に
あ
た
り

ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係

機
関
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

南秋・男鹿・秋田北支部

山本支部

鹿角支部

大館支部

角館・大仙支部

北秋支部

秋田支部

雄勝支部

支
部
名

実施日時
受講者数 講習会の内容

角
館
・
大
仙

10月２日（月）
９時30分～
� 10時40分
30名

テーマ　�ウィズコロナの中での理容業として
の感染症対応について

講　師　秋田県仙北地域振興局�福祉環境部
　　　　健康・予防課
　　　　専門員　鈴木　明美�様
　　　　技師　　和賀由香梨�様

山　

本

10月23日（月）
11時～12時
50名

テーマ　�ウィズコロナの中での理容業として
の感染症対応について

講　師　秋田県健康環境センター
　　　　部長　斎藤　博之�様

南
秋
・
男
鹿
・
秋
田
北

11月６日（月）
10時30分～
� 11時20分
40名

テーマ　�ウィズコロナの中での理容業として
の感染症対応について

講　師　秋田県秋田地域振興局
　　　　地域環境専門員（兼）秋田中央保健所
　　　　次長　櫻田フジト�様

11月６日（月）
11時20分～
� 11時50分
40名

テーマ　地域包括ケアシステムについて
講　師　（公財）秋田県生活衛生営業指導センター
　　　　専務理事　武田　　勝�様

鹿　

角

11月６日（月）
13時～13時20分
30名

テーマ　理容所の衛生消毒及び訪問理容
講　師　鹿角市市民部　生活環境課
　　　　主事　平塚　拓也�様

11月６日（月）
13時20分～14時
30名

テーマ　�ウィズコロナの中での理容業として
の感染症対応について

講　師　秋田県北秋田地域振興局�大館福祉環境部
　　　　健康・予防課　技師　髙橋　道子�様

11月６日（月）
14時～15時
30名

テーマ　地域包括ケア・認知症対応について
講　師　鹿角市健康福祉部　あんしん長寿課
　　　　主任　湯沢　真好�様

大　

館

11月13日（月）
10時～10時30分
30名

テーマ　�ウィズコロナの中での理容業として
の感染症対応について

講　師　大館市役所�福祉部健康課�健康企画係
　　　　係長　佐藤　　貢�様

11月13日（月）
10時30分～
� 11時30分
30名

テーマ　�「県警子ども 110 番」「特殊詐欺防止」
について

講　師　秋田県大館警察署　生活安全課
　　　　生活安全兼人身安全対策係長
　　　　秋田県警部補　幸坂　宗明�様

北　

秋

12月４日（月）
10時～11時
20名

テーマ　�ウィズコロナの中での理容業として
の感染症対応について

講　師　秋田県北秋田地域振興局
　　　　鷹巣阿仁福祉環境部　環境指導課
　　　　課長　大田見修広�様

12月４日（月）
11時～11時30分
20名

テーマ　�高齢者を支える地域の支え合いの体
制作りについて

講　師　北秋田市健康福祉部　高齢福祉課
　　　　高齢福祉係　梅本美由喜�様

秋　

田

12月４日（月）
13時～14時
30名

テーマ　�ウィズコロナの中での理容業として
の感染症対応について

講　師　秋田市保健所　衛生検査課
　　　　主任　富樫　　勝�様

雄　

勝

12月11日（月）
14時～15時
20人

テーマ　�ウィズコロナの中での理容業として
の感染症対応並びに衛生消毒と各種
届出について

講　師　湯沢市環境共生課
　　　　環境対策班　川村　仁美�様

12月11日（月）
15時～15時30分
20人

テーマ　「�消費者トラブルの現状と被害に遭わ
ないために」について

講　師　湯沢市環境共生課
　　　　消費生活相談員　石塚さおり�様

由
利
・
矢
島

２月５日（月）
15時10分～16時

テーマ　�ウィズコロナの中での理容業として
の感染症対応について

「ウィズコロナの中での全国衛生順守運動」
衛生消毒講習会実施報告書 衛

生
消
毒

　
講
習
会
の
開
催

令
和
五
年
度
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当
組
合
で
は
、
理
容
業
の

志
望
者
が
年
々
減
少
し
て
い

る
た
め
、
将
来
の
後
継
者
育

成
を
目
的
に
若
い
世
代
に
理

容
業
へ
の
関
心
と
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
県
内
持
ち

回
り
で
理
容
体
験
学
習
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
で
十
二

回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
由
利
支
部
の
ご
協

力
の
も
と
、
十
一
月
十
九
日

（
日
）
由
利
本
荘
市
文
化
交

流
館
「
カ
ダ
ー
レ
」
で
市
内

の
中
学
生
等
が
参
加
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
渡
邊
政
博
支
部

長
が
理
容
師
の
資
格
習
得

の
方
法
や
仕
事
内
容
な
ど

説
明
。
続
い

て
佐
々
木
雅

裕
講
師
、
佐

藤
克
則
講
師

が
ウ
イ
ッ
グ

に
よ
る
カ
ッ

ト
＆
セ
ッ
ト
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
ほ

か
、
伊
藤
温
也
講
師
が
薬
剤

に
よ
る
ブ
リ
ー
チ
＆
カ
ラ
ー

を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
理
容
業

の
や
り
が
い
や
魅
力
を
伝
え

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
学
生
た
ち
は
鋏

の
持
ち
方
な
ど
手
ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
、
ウ
イ
ッ
グ
を

使
っ
て
実
際
に
カ
ッ
ト
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

本
日
の
体
験
学
習
を
通

じ
、
将
来
進
路
を
考
え
る
上

で
職
業
選
択
の
一
つ
と
し
て

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

理
容
体
験
学
習
の
開
催 

―
後
継
者
育
成
事
業
―

三
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

秋
田
北
支
部
経
理
・
共
済
部
長

�

藤
原
　
　
海

　

九
月
二
十
五
日
（
月
）
に
秋
田
北
、
南
秋
、
男
鹿
の

三
支
部
合
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
四
年
ぶ
り

に
潟
上
市
昭
和
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今
年
は
少
々
簡
素
化
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
気
持
ち
い
い
秋
晴
れ
に
恵
ま

れ
、
緑
の
コ
ー
ス
が
最
高
の
プ
レ
イ
環
境
を
提
供
し
て

く
れ
ま
し
た
。
組
合
員
三
十
名
ほ
ど
が
競
技
に
臨
み
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
守
り
な
が
ら
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

せ
ま
し
た
。
長
い
間
再

会
で
き
な
か
っ
た
組
合

員
さ
ん
た
ち
と
笑
顔
で

交
流
し
、
楽
し
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
プ
レ
イ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
こ
ま
ち
で
食
事

会
と
結
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
南
秋
支
部

が
僅
差
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
も
負
け
ず
、
安
全
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
開
催
さ
れ
る
た
び
に
支
部
の
親
睦
と

新
た
な
思
い
出
が
生
ま
れ
、
次
回
の
開
催
も
待
ち
遠
し

い
で
す
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

伊藤温也講師のブリーチ＆カラーカットの手ほどきをする佐々木雅裕講師

渡邊政博支部長の講義

佐藤克則講師のデモスト
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ジブラルタ生命のホームページ （通話料無料）

コールセンター

ジブラルタ生命は、全理連団体生命共済制度の引受幹事会社です。

お客さまの生涯を見つめる
ジブラルタ生命

生涯を通じて必要な資金を一緒に考えてみませんか？

ジブラルタ生命のライフプラン・コンサルタントは、お客様それぞれの状況に応じて、保険によって
備えておくべき経済的なリスクを「9+1」の資金に分類し、万一の死亡や不測の入院などに際しても、
ご家族が困ることの無いよう最適なプランのご提案を行っています。
詳しくは当社のライフプラン・コンサルタントにご相談ください。
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5教育資金

結婚資金

住宅資金

死後の整理資金

緊急予備資金

相続対策資金

長期療養資金

親の生活・介護資金

毎月の生活資金

1 老後の生活資金+

「9+1の安心」

※�但し、返済に遅れのある方、税金滞納の方はご利用でき
ませんのでご注意ください。

ご利用の際は支部長又は最寄りの特別相談員にお問
い合わせください。理容器具のほか送迎車両・店舗
内外装工事も設備資金の対象となります。

お使いみち 設備資金 運転資金

ご 融 資 額 2,000 万円以内

ご 返 済 期 間 10 年以内 ７年以内

据 置 期 間 ２年以内 １年以内

利 率
※ 毎 月 変 動

1.2％（12月１日現在）

担保・保証人 無担保・無保証人

添 付 書 類

①借入推薦依頼書
②所得税確定申告書写し（２年分）
③支出内訳書（２年分）
④住民税納税証明書（１年分）
⑤見積書
⑥支部長の推薦書
⑦その他

制度内容

日本政策金融公庫 ご利用案内
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次回の�理容あきた の

発行予定は
2024年７月１日号です



〒014-0201
大仙市下鴬野字下中嶋251－6 ☎������������
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PRODUCT

〒018-3201
秋田県山本郡藤里町藤琴字藤琴 20-4
TEL・FAX0185（79）1635　携帯 080-3142-4291

ビューティープランニング

Beauty Planning

エルザ
㈱ルミエ総合経営研究所

取り扱いディーラー
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